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倉庫内に保管してある原材料の在庫管理をRFIDにより行う取り組みを行った。倉庫から原材料を取り出すと

き、または戻すときに、原材料に貼付したRFIDタグをスキャンすることで、その履歴を記録するアプリケーショ

ンを作成した。また、この履歴から原材料の棚卸を行う機能も実装した。アプリケーションは、ハンディRFID

リーダーで読み取ったタグのIDを取得するアドインを使用して、Microsoft Excelにおいて開発した。
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１ はじめに

企業より倉庫の物品の在庫や移動、所在を把握し

たいという要望があった。この要望に対して、静岡

県の中小企業IoT導入促進事業により静岡県産業振

興財団を通じてから派遣されたIoTアドバイザーか

ら、RFID タグを利用して物品の管理をしたらどうか

という提案があった。

そこで、新成長戦略研究｢設備、モノ、ヒトの統合

的データ分析による生産性の効率化｣の一環として、

RFID タグによって物品を同定して、手間をかけずに

簡単な操作で物品を管理する Microsoft Excel（以

下、Excel）のアプリケーションを作成した。

２ 方法

2.1 システムの概要

システムの概要を図１に示す。

倉庫の中の物品には RFID タグを取り付けてあり、

RFID ダグの ID を読み取る RFID リーダーと Excel

アプリケーションを実行する PCは接続してある。

Excel アプリケーションには、持出、返却、探索、

棚卸などの機能を実装した。Excel アプリケーショ

ンを動作させた環境は次のとおりである。

ž OS： Microsoft Windows 11

ž Excel のバージョン：

Ø Excel for Microsoft 365（アプリ版）

Ø Microsoft Excel 2021

ž アドイン：

㈱ハヤト・インフォメーション社製

MANICA EXCEL TOOL（基本機能版） ＊１

ž RFID リーダー： ATID 社製 AT388
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図１ システムの概要
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2.2 アプリケーションの開発

持出、棚卸などの機能は、ボタンが並んだメ

ニュー（図２）から選べるようになっている。

ワークシートとしては、このメニューのほか、持

出などの機能を実現するためのワークシート、履歴

一覧（図３）などがある。

アプリケーションは、Excel に備わっている

Visual Basic for Applications（VBA）で開発した。

ワークシート上に表示するユーザーフォームを作

成し、そこに配置したボタンの動作や、ワークシー

トに配置したボタンの動作、RFID リーダーで ID を

読み取ったときの動作を VBA のコードで記述した。

スキャンしたIDのExcelへの読み込みにはMANICA

EXCEL TOOLを使用した。

３ 結果と考察

開発した Excel アプリケーションは、作業者の利

便性を考え、よく使用する機能をトップメニューに

表示して、選択できるようにした。

例えば物品を持ち出す際には、「持出」というボタ

ンをクリックする。その後、持ち出す物品の RFID タ

グを RFID リーダーでスキャンする。このときタグ

の ID が読み込まれ、Excel のセルに入力される。

タグの ID の読み込みと同時に日時、担当者など

を記録することで履歴の一覧としている。

簡単な操作で物品の履歴を得ることができ、特に

棚卸作業において効果的であることを確認した。

４ まとめ

RFID の離れたところでも ID を読み取ることがき

できること、また一括して ID を読み取ることがで

きることを活かして在庫管理のアプリケーション

を作成した。

今後、現場で実際に使用して、動作や効果のより

詳細な検証を行う。また、ユーザビリティの向上を

図り、さまざまな現場において利用できるように改

良していく。
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図２ アプリケーションのメニュー

実行したい機能をメニューから選択できるようにした。

図３ 履歴一覧のシート

ID に紐づけされた物品の持出、返却の日時、担当者な
どを記録することで履歴一覧としている。


